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お 名 前 性 別 終戦時の年齢 現 住 所

瀧川 辰雄 男 性 ３８歳 新城市平井たき か わ たつ お

（一鍬田）

「旧満州国東三河郷開拓団顛末記」
きゆう ひがし み か わ ご う かい た く だ ん て ん まつ き

参考文献 「この足で故国の土を踏みたい」昭５１年発行

「愚かなる者の旅路」 昭６２年発行

「平和の礎Ⅱ 死線を彷徨いて」平成１０年発行

掲載写真：「東三河郷開拓アルバム」等より

私たちは，敗戦国の棄民集団だったことをいやと言うほど思い知らされた。改めて戦争の
き みん

大きな歯車が，いかに犠牲を強いるか，私たちは忘れない。こんな悲劇を二度と繰り返すべき

ではないと心から訴えたい。２０６人のご冥福を祈りながら。

○ 最初の入植地は湿地帯
しつ ち

昭和１４年６月４日，敦賀港を出港する移民輸送船気比丸で，私は満州開拓団
つる が こう い みん ゆ そう き び まる かい たく だん

愛知県第９次東三河郷建設基幹先遣隊２０人の一人として渡満した。そして第５
けん せつ き かん せん けんたい

次永安屯開拓団で約９ヶ月間の現地訓練生として，木村直雄団長らから指導を受
えいあんとん げん ち す な お だんちよう し どう

けた。当時の訓練生の月給は１円であった。今も語り草であるが，山鳥の雄が１

羽１円で買えたから「雄１羽，月給の味，おわりけり」と言って笑い合ったもの

である。とにかく安い月給だった。

昭和１５年２月１１日，いよいよ甘南県平陽鎮地区に入植することになった。
かん なん けん へいようちん

興安省と竜江省の境界の大平原の１０か所に開拓団（３千戸，１万５千人）を入
こうあん りゆうこう きようかい

植させ，５年間で１万ｈａの一大農業楽園地帯を構築する計画である。愛知県は
こう ちく

１開拓団３００人を送り込んだ。現地は満人部落が
おく こ まんじん

点々とある所で，本部指定の満人家屋が接収され
せつしゆう

ており，家屋の屋上に日章旗をひるがえし，開拓の

第一歩を記した。

しかし，この年は６，７，８月と雨続きで，耕地
こう ち

は泥沼のような有様で，川が氾濫して農作物を流出
どろぬま はんらん

させてしまった。作物の収穫は皆無の状態で，失
しゆうかく かい む じようたい

意のうちに過ぎた。
す

○ 家族召致
しよう ち

先遣隊から家族召致をというので，７月には第一陣として夏目正夫君，富雄君
せん けん じん とみ お

兄弟，片桐芳二君，鈴木太一君，白井出海君等が家族を連れてきて，開拓地に和
かた ぎり よし じ すず き

やかさが出てきた。しかし，先遣隊の団員の中には，「家族を飢え死にさせたくな
だんいん う じ
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い。」と日本に帰る騒ぎもあった。田中政治，馬場藤吉，生田惣次郎，庄田喜一郎，
さわ とうきち そう じ ろう しよう だ き いちろう

松井春雄，白井彦咲，山本林三の７名が家族の召致に帰ったまま戻らなかった。
まつ い はる お もど

それほど水害による失意の落伍者というハンディを背負ったのだった。
らく ご しや せ お

昭和１６年，洪水防止のために零下４０度の中を６頭引きの大馬車で，拉哈駅
こう ずい ぼう し れい か ら は

まで６４キロの道を建設資材を運搬して改修工事をしたが，この年も長雨続きや
けんせつ し ざい うんぱん かいしゆう

冷害で満足のいく農作物は収穫できなかった。２年連続の水害に失望して団を逃
しゆうかく に

げ出す家族も出る始末だった。
だ

しかしその後，高台地にある満人所有の耕地，５００町歩の買収を満州拓殖公
こう ち ばいしゆう たくしよく

社と関東軍に働きかけ，買収に成功し，その後は順調に農作物が収穫できた。昭

和１８年には全満開拓団中３等という食糧増産供出で，関東軍から表彰を受け
しよくりようぞうさんきようしゆつ ひようしよう

るほどになった。これからは日々前進あるのみだ。開拓団員一同，もう大丈夫と
だいじよう ぶ

ひと安心し，明日への希望に火と燃えたのだった。
も

○ 召集令状
しようしゆうれいじよう

昭和２０年８月１４日，召集令状が２８通，団本部へ届けられた。我が団への
とど

最初の召集令状は昭和１９年頃からであり，開拓団全戸数１４６戸のうち８０余
ごろ かい たく

戸，１２０余人が既に召集され戦場へ旅立っていた。ところが昭和２０年になる
すで

とひっきりなしの召集令状で，どこへ行くともなしに男は消えていくばかりだっ

た。８月１４日には，『８月１７日，チチハル軍司令部へ入隊すべし』という通知

が男という男にあり，後に残った男は１５歳以下と３９歳以上の４０人あまりで，
さい

私は目が悪くて兵隊検査で丙種不合格の兵役免除者だったが，それでも召集令状
けん さ へい しゆ ふ ごう かく めん じよ

が来たのである。

それまでは秘密裡に立ち去るように開拓団を
ひ みつ り

出ていたが，今回は日本の敗戦が満人たちにも

知られているということで，盛大な送別会をや
せいだい

るべしと決定した。宴まさにたけなわの時だっ
えん

た。誰からともなく静かな歌声が流れ出る。
だれ

「ここはお国の何百里，離れて遠き満州の赤い
はな

夕陽に照らされて，友は野末の石の下」
の ずえ

合唱は，次第に大きく低く悲しく，歌に託す
たく

女性たちの心の底をゆるがす悲痛な叫びであった。大陸の若い花嫁たちの淋しさ，
じよせい ひ つう さけ わか はなよめ さび

悲しさ，やるせなさを押し殺しての心のつぶやき。子どもたちも私たちも歌に合
お ころ

わせた。どこにもぶつけるところがない心の奥底を歌声として……
おくそこ

突然，部落の最長老の夏目正夫さんのお母さんが引きつけを起こした。歯を食
とつ ぜん

いしばって，ヒーヒーヒーという声にもならない声を出して，若い女たちの間に

何ともいえない悲痛な混乱が起きた。こらえにこらえた心の堰は切られた。嗚咽
こん らん せき お えつ
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となり，号泣となり，大きな波のうねりとなった。無理もない。夏目正夫さんは

早ばやと出征し，今度また弟の富雄君の所へも召集令状が来たのだ。１１人もの
しゆつせい とみ お

女子供を抱えた二人だけの男が二人とも召集されたのである。老母の心の内はい
かか

かばかりだったろうか。

召集を受けた私たちが，平陽鎮開拓本部に集合して情報を聞いたところ，日本
へいようちん じようほう

が無条件降伏をしたという情報が流れていた。しかし，真偽のほどははっきりせ
む じようけんこう ふく しん ぎ

ず，軍司令部からの解除命令がないので帰るわけにもい
かい じよ

かない。ラハ駅まで行くことになり，行程３０キロを進
こう てい

んだ。甘南１０地区開拓団の連絡所で所長をしている本
かんなん れん らく

願寺布教師，一色覚順師に会って指示を請うた。
ふ きよう し し じ こ

今君たちがチチハルへ行けば，一戦も交えずソ連の捕虜
ほ りよ

になりに行くようなものである。ここからすぐ開拓団に

立ち帰って団の対処を考えなさいとのことである。私た
たい しよ

ち開拓団のため，真剣に働いてくださった一色先生は，
しん けん

進駐してきたソ連兵のため，銃殺されたということを後
しんちゆう じゆうさつ

で風の便りとして聞いた。

○ 無抵抗主義
む ていこう

私たちは２８名は東三河郷開拓団に帰り，さっそく４０人あまりの男が集合し，

無条件降伏後の対中国人対策や今後の防衛，家族を今後どのように守るかなど，
こう ふく たい さく

いろいろ相談した。開拓団に残る女子と子供は４００人あまり，一体どうしたら
こ ども

守っていけるのか，ソ連軍の侵攻も間もないのだ。
しんこう

付近住民の話ではソ連軍はどう猛無惨で，少しでも抵抗するとピストルで射殺
もう む ざん しや さつ

される。満人からも蛇蝎（ヘビとサソリ）のように思われているのだ。私たちは
だ かつ

部落長会議を開き，一にも二にも無抵抗主義をとり，一人でも多く日本に返すこ

とが私たち男の至上命令だ，どんな悲しいことが起こっても家族集団を守ろうと，
し じよう

かたく誓い合った。
ちか あ

８月下旬には土地管理係の夏目幸夫団員が，土地を接収された満人に惨殺され
げ じゆん せつしゆう ざんさつ

た。この件では復讐計画がもちあがった。私は必死に引き止めたが無視され，結
ふくしゆう む し

果として１７人が警察に拉致され，数名が射殺された。この危機は賠償を覚悟し
けいさつ ら ち き き ばいしよう かく ご

て満人の有力者に頼みこみ，何とか許されることになった。
たの

○ ソ連兵来団

９月１５日，甘南県１０個集団（開拓団）支配のソ連軍司令部が，東陽鎮に置
とうようちん

かれた。そのソ連司令官が，部下を大勢連れて，初めて東三河郷開拓団へやって

きた。命綱ともいうべき鉄砲も拳銃も日本人の 魂 として大切に持ってきた日本
いのちづな てつぽう けんじゆう たましい

刀も，すべて提出すべしとの命令があった。日本馬も同様だ。開拓民にとっては

氏
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最も頼れる愛の絆ともいえる日本馬とは涙涙の別れとなった。
たよ きずな なみだ

ソ連兵に乱暴されては困るので，彼らを接待すべく羊を殺して料理を作り，支那
らんぼう こま かれ し な

酒を買い求めて歓待した。ソ連兵の服装は，背広服，詰襟服，菜葉服あり，靴は短靴，
かんたい ふくそう せ び ろ つめえり な つ ぱ くつ たんぐつ

ズック靴，ゴム靴というようにまったく粗末な服装で千差万別，これが兵隊かと疑
そ まつ うたが

うほどだった。ところが，どの兵士もマンドリン銃や拳銃を肩にした装備の完全
じゆう かた そ う び

な兵隊だった。兵士たちは実に無邪気で，団の子どもたちと遊びたわむれていた。
む じ や き

会食が始まり酒が入り始めた頃，一人の兵士が団員の奥さんの手を取って室外へ
ころ おく

連れ出そうとした。私は必死に司令官に頼んだが，拳銃を一発発射された。弾は
たの たま

私の胸をわずかにかすめただけで，何とかこの日は無事に終わった。
むね

東三河郷開拓団を守ることは不可能になった。匪賊たち，満人集団の襲撃や略奪
ひ ぞ く しゆうげき りやくだつ

は相次ぎ，ソ連の兵隊たち，満州国の公安隊，自治委員会と代わる代わるの強制訪問
ほうもん

があり，そのたびごとに本部の物品はもちろん，各部落も次々と荒らされた。食
あ

べ物もほとんど強奪されてしまった。
ごうだつ

老人，幼児の多いわが団，４００人あまりの大世帯でチチハルまで避難すると
よ う じ ひ な ん

なると，ここから２００㎞，そんな大勢での移動は不可能だった。家族には病人

あり，老人あり，妊婦あり，生まれたばかりの幼児もいる。私の妻は当時２８歳，
に ん ぷ さい

１１歳を頭に４人の子持ちで，その上妊娠８ヶ月の身重の体だった。長女は３歳
にんしん

で満州風土病のクル病にかかり，重度障害児だった。
しようがいじ

９月頃，私は１０個団の各開拓団を見
ごろ

て回ったが，ほとんどの団は匪賊の襲撃

やソ連兵の侵略で多くの団員が殺され，
しんりやく

あまりにも悲惨すぎて本当のことを書け
ひ さ ん

ないほどだ。私たちは東に２０キロ離れ
はな

た，まだ無傷だった熊本県出身者の東陽
む き ず くまもとけん とうよう

開拓団へ移動することになった。

○ 東陽開拓団へ

昭和１５年に大きな希望と夢を抱いて入植した東三河郷開拓団を去るわけだが，
いだ

日本から運んだ農機具やいろいろな機械類から牛，豚， 鶏 までありとあらゆる物
ぶた にわとり

は全部持ち去られ，６年間で築き上げた開拓地は廃墟と化している。何のための
はい きよ

苦しい大地の闘いだったのか，北満の１０月中旬といえば，零下の大地は凍りつ
たたか ちゆうじゆん れい か こお

き，折からの厳しい北風は粉雪を運んでくる。
きび

２台の大車に幼児と老人，妊婦を乗せ，１台の大車には１４０余戸の全財産を積
よう じ にん ぷ つ

み込み，男たちは前後を囲むようにし，希望，夢，執念，喜びと悲しみが渦巻く
こ しゆうねん うず ま

三合屯の地を立ち去った。

団員とその家族合わせて４０６人は，匪賊の襲撃におびえながら東陽開拓団に
ひ ぞく しゆうげき
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着いた。東陽開拓地は一度も匪賊の襲撃を受けたこともなく，ソ連兵の侵攻もな
しん こう

かった。着の身着のままで食料もない私たちに，村田勝東陽開拓団長等は，心か

らのもてなしをしてくれた。

私たちは東陽開拓団学校を宿舎に，５教室に分かれて共同生活が始まった。し

かし，金なし，物なし，食糧なし，布団も毛布もなし，すするおカユもない生活
しよくりよう

だった。それでも毎日のように受けていた襲撃から解放されたのが何よりありが

たかった。東陽開拓団にジャガイモはあったので，粟を買い受けてジャガイモに
あわ

粟を入れて炊くという有様だった。健康な者は毎日，満人の家に働きに出た。
た

１２月のはじめの頃，毎日のようにさらさ
ころ

らとした粉雪に見舞われて零下４０度を越え
み ま こ

る日が続いた。戸外に出ると風雪に吹き倒さ
ふ たお

れそうになるほどだ。６０畳ぐらいの教室
じよう

に８０名ぐらいの人がいたが，板敷きで敷物
いた じ しきもの

は何もない。誰もが下着の替えもなく，教室
だれ か

の中でひしめいている。女たちはストーブの

近くでシラミ取りが仕事になった。１日で２

５０匹とか２００匹とか言っていた。
ひき

○ 子どもたちの死

食糧も不足して一部屋（８０人ぐらい）に対して，ジャガイモ５㎏，粟２㎏ほ
しよくりよう あわ

どで１食という状態が続くようになった。大人たちはほとんど粒物は喉を通らな
つぶ もの のど

い。せめて子どもたちはと心をくばるので，ますます栄養失調は深く，刻一刻と
こく いつ こく

生気がなくなり，死の恐怖に負けてしまうようになる。夜が明ければ，どこかの
きよう ふ

部屋で栄養失調で死んでいく。今日も凍りついた大地を，かちんかちんと掘り起
こお ほ お

こして亡骸を弔う。
なきがら とむら

私の三男の浩久，当時１歳３ヶ月も栄養失調と流行始めた発疹チフスで，「お母
ひろひさ さい は や り はつしん

さん，水，水」と絶えず水を飲みたがりながら息を引き取った。妻は臨月の身重
りん げつ

で，大きな腹を抱えながら浩久のため夜も寝ずに世話をしている。しかし，医者
はら かか ね

はなし，薬はなし，ただオロオロするだけでどうしようもないのだった。わずか

５，６日病んだだけで死んでいった。

こんな中でも妻は自然の摂理で１１月２９日，男の子を産んだ。四男克久だっ
せつ り かつ ひさ

た。産婆さんだった奥さんに取り上げてもらった。親子とも無事でほっとしたが，
さん ば おく

こんな時だけに祝福されざるこの世への誕生，思えば不憫な子である。私は心を鬼
たんじよう ふ びん おに

にして満人にくれてしまった。それは，三男が死んだ直後でもあり，長女が立つ

ことも話すこともできず，世話のやける子どもだったこと，妻も無理に無理を重

ね，丈夫な体ではなかったからである。妻は反対したが，私は妻も子どもも生か
じよう ぶ
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す最良の方法であると信じた。預けたのは東陽鎮の住人の満人で，かわいがって
とうようちん

育てられていた。度々克久を連れて面会に来てくれたが，生後６ヶ月ほどで死ん

でしまった。私は妻と可哀想な克久のために亡骸を弔った。
か わいそう とむら

○ 栄養失調と発疹チフスの死
はつしん

団員と家族は，栄養失調や発疹チフス，それに猛烈に繁殖するシラミに攻めら
もう れつ はんしよく せ

れ顔は青白く，頬はこけていった。やせ細った手を差し伸べて，「日本へ帰りたい。
ほお さ の

死にたくない。」と涙ぐみながら，かすかな声で訴えながら死ぬ人が，１２月か
なみだ うつた

ら２１年２月にかけ，厳しい零下４０度の寒さも手伝って，毎日のように死者が
きび れい か

出た。高熱でも布に氷を包んで冷やすのが精一杯で，他には手の施しようがなか
せいいつ ぱい ほどこ

った。

○ 東陽開拓団集団生活の結末
かいたく

２月ごろより発疹チフスも下火になってきた。この時分は食べるものも塩もな
はつ しん

くなり，共同生活も終息の時となった。生きるためには少数に分裂するより外な
ぶん れつ

かった。

どうにか達者になった男たちが親しい人を連れ立って行った。元の満人苦力の
クーリー

家を頼る人，チチハルへ行きたいと出かける人，ラハをめざす人もいた。私は三
たよ

合屯の親しい満人に誘われ，４０名あまりで５ヶ月ぶりに三合屯へ戻った。
さそ もど

旧友の満人たちは皆親切で，いろいろと食べ物を持ってきてくれた。満人学校
みな

の校長先生は，そのうち日本に帰れるようになるから，それまでここにいれば，

食糧ぐらいは何とでもする，５月になったら一緒に農業をやりましょうと，心か
しよくりよう いつしよ

ら慰めてくれた。しかし，わずか４日後には，国民党の兵隊が三合屯に宿泊し，
なぐさ こくみんとう しゆくはく

宿舎へ踏み込んで女たちに乱暴しようとしたため，東陽鎮へ移動した。
ふ こ らんぼう

東陽鎮には初めて居住したが，この東陽鎮城内には開拓団落ちの日本人が７０
じようない

名ほどいたようだった。そのうち，日本の少しでも近いところへ行きたいと若い
わか

連中が言うので，チチハルまで送ることにした。チチハルまでは１６０㎞，この

若い連中が無事チチハルへ着けるようならば第二隊，第三隊と送出して自分が最

後に行けば，自分の意志を遂行できると考えた。
すいこう

それはぞろぞろと乞食の行列のようで，夜になると道ばたの部落へ行き，宿泊
こ じき

を頼み込み，その上夕食を食べさてもらった。何の見返りなしに，昼食の弁当を
たの こ

もらった。断られた部落もあったが，ほとんどの部落で快く接待してくれた。中

には子どもがかわいそうだと，小遣いまでくれる満人もあった。開拓団は，満人
こ づか

の世話になりっぱなしで南下したのだった。日本兵はいけないが，おまえたちは

農民だ。農民が困るのを俺たち農民が見捨てては申し訳ない，と言って世話をし
こま おれ み す もう わけ

てくれるのだった。時の政府の保証も村の保証もないのにこれだけの親切，日本

であったらどうであろうか，おそらく日本ではできない親切であろう。
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こうしてチチハルへ２㎞ばかりの所までたどり着き，私は東陽鎮へ戻った。第

二陣は，夏目富夫君一家４名，夏目正夫君家族７名，橋本義一君一家８名等，合
じん

計２０余名，５家族を送り出すこととした。

○ チチハル・吉野屋・収容所・病人見舞い
よし の や しゆうよう み ま

東三河郷開拓団から南下した人たちは大部分がチチハルの吉野屋難民収容所へ
なん みん

落ち着いていた。この吉野家も決してよいとはいえなかったらしい。発疹チフス
よし の や はつ しん

が蔓延していた。次々と死んでいく者，病気になる者，目も当てられぬ有様との
まん えん

話に，何とかせねばと思い，見舞いに出発した。

ようやくチチハルに到着，吉野屋難民収容所の本宮部落員のいる部屋に面会に
とうちやく

行った。この部屋は伝染病室になっており，同じ東三河郷開拓団の人たちも見向
でんせんびよう

きもしない部屋だった。ここで内地への帰還を一日千秋の思いで待ち続けたであ
き かん

ろうに，発疹チフスの蔓延に栄養失調で，部屋にいる人たちで起きている人は一

人もいなかった。夏目富夫君も橋本義一君も死亡した後だった。夏目富夫君，正
し ぼう

夫君２家族は５名死亡，橋本義一君一家は，８人中克己君だけ生存７人死亡，橋
かつ み せい ぞん

本さん夫婦は１時間のうちに夫婦が死亡したという。４０名いたうち２４名もの

犠牲者が出ていた。しかし，発疹チフスもほとんど峠を越えていた。
ぎ せいしや とうげ こ

○ 帰還命令
き かん

昭和２１年８月２２日，「日本人，日本への送還のため東陽鎮を午前６時出発す」
そうかん

という通知書が共産党東陽鎮駐在司令部区長より連絡があった。引き揚げが開始
きようさんとう ちゆうざい れんらく ひ あ

されることは予想されてはいたが，現実に通知を受け取ると大騒ぎである。午後
おお さわ

４時頃の通知で，翌早朝６時に出発，あまりに突然過ぎて，付近にいる日本人た
ごろ よく とつ ぜん

ちに連絡するのが大変だった。通達は，本人の意志を尊重すること，他人が強制
そんちよう

的に引き留めることはできない。中国人部落へも同様の通達が出された。

この帰国命令を受けた時は，東陽開拓団に亡命した時の４０６人が２００人に
かい たく ぼう めい

減り，２０６人は夢にまで見た故国の土を踏むことができなかった。夫が死亡し
ふ し ぼう

て帰国しても生活の見通しがつかないとのことで，残留を希望する家族もいた。

満人の世話になった人は，泉のようにわき立つ心とお世話になった恩の狭間で心
いずみ はざ ま

が揺れ動いたに違いない。私たちに別れを告げに来たはずなのに，急に「日本へ
ゆ うご ちが

連れて行って。」としがみつく人もいた。

２３日朝，共産党区長の計らいで思いもかけず６台の大輪（ダーチャ）に乗り，

兵隊を１０名つけて送ってくれた。共産党区長の厚意に深く感謝するのみだった。

○ チチハル着 ８月２５日

チチハルに到着したときは，東三河郷開拓団関係者が出発した後だった。いっ

しょに南下できないのが残念だった。皆はチチハルまで行けば再会できると期待
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していただけに，がっくりと腰を折ら

れた感じだった。しかし，東崗屯方面
とんかんとん

から関谷団長が３０余名を引き連れて
せき や

到着，平陽鎮地区開拓団家族が続々と
へいようちん

チチハルに到着した。疲労の色こそあ
ひ ろう

れ，どの顔にも待望の故郷への帰還
こ きよう き かん

という喜びに満ちていた。しかし，服装
ふくそう

はどの人を見ても乞食以下で，匪賊の
こ じき ひ ぞく

襲撃の激しさを物語っていた。この
しゆうげき はげ

集団の中には，親に死なれた子供，かわいい子供に死なれた親，夫の妻の兄弟の
こ ども

と，病死，栄養失調での死，銃殺による死，誰もが死の影を背負わない人はいな
じゆうさつ だれ かげ せ お

い状態だった。

ハルピンまでは共産党の治下となっており，汽車も客車に乗せてくれた。共産
きようさんとう ち か

党の治下の間は何かと親切で，私のような病人もよく診察してくれ，薬も投与し
しん さつ とう よ

てくれた。松花江を境として国民党の治下となり，長く汽車に閉じ込められた。
しよう か こう

○ 新京にてＤＤＴの威力をみる
い りよく

ようやくのことで新京到着，収容所に入った。ここでＤＤＴの徹底的消毒を受
とうちやく しゆうよう てつていてき

けた。頭の上から足の先までＤＤＴのもろかぶりという徹底した消毒だった。３

日間の滞在中に，シラミは１匹もいなくなった。
たいざい

そこで話を聞くと，ある開拓団は幹部が真っ先に青酸カリで自殺し，ある開拓
かい たく

団は全員終結して周囲へ薪を積み，ガソリンを掛けて火をつけて自殺したとか，
たきぎ か

団員家族を連れ避難の途中，満人に襲われて対戦中，銃火の中で戦死というよう
ひ なん と ちゆう おそ じゆう か

に開拓団関係の人たちの悲報をいくつも耳にした。身震いの出るような悲惨な有
み ぶる ひ さん

様だった。戦前，戦中，あれほど一般庶民に対して権力の限りを振るった軍隊も，
いつぱんしよみん けんりよく ふ

終戦直前には満州在住一般民をあたかも犬猫を捨てるようにして去り，返りみな
いぬ ねこ す

かった軍隊という名の為政者。そのため，親子離ればなれになり，ある者は自決
い せい しや はな

し，ある者は匪賊に銃殺され，３００余名もの一団を自決にまで追いつめた軍隊
ひ ぞく じゆうさつ

の罪，これこそ万死に値する重罪である。国家を経営する者の考えや如何。
あたい い か ん

○ 新京からの輸送について

開拓団出身者ばかり２４００人あまりが一団となり，無蓋貨車に乗せられた。
む がい

女子供を真ん中に入れて，互いに体を寄せ合い，振り落とされるのを防ぐという
おんな こ ども たが ふ お

状態だった。雨が降れば頭からずぶぬれのまま，用便をしたくても貨車は止めて
ふ

はくれない。本当に不親切の極みだった。

昼間はひたすら走り続ける貨物列車も，日が暮れると必ず止まり収容所へ入る。
く

誰もがぺこぺこに腹をすかし，前の難民が残した物をさがす。少しでも食べられ
だれ はら なん みん
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るものが目につくと，一斉に飛びつく，まるでこの世ながらの餓鬼道である。
いつせい が き

一般市民の引き揚げ者の宿泊した後には残飯もあり，配給された高りゃんが麻
ひ あ しや しゆくはく あさ

袋にそのまま残っている。薪も残っている。一般市民の引揚げ者には配給高りゃ
ぶくろ ひき あ しや

んなど食べられないのだ。彼らには金もあれば物も持っているので，宿舎の配給
かれ

高りゃんなどそのままにして銀飯を炊いて食う。町へ出ていろいろと物を買って
ぎん めし た

食う。私たち奥地開拓団引揚げ者にはそれができない。いやそういうことを誰で
おく ち

もがやりたいが，金なし物なしではできないのである。

最後の宿泊地錦州ではいよいよ明日は乗船だ。船に乗れば高りゃんなぞ持って
きんしゆう

行っても仕方ないからと，他の中隊に渡した。
わた

○ 故国に立つ

帰還命令が出て東陽鎮を出発したのが
き かん

８月２３日，佐世保へ上陸したのが１１
さ せ ぼ

月３日，懐かしの故国日本の土を確かに
なつ

この足で踏んだ，踏みしめた。その喜び
ふ

は格別だった。日本の港も山も木も川も

変わっていない。我らの祖国は健在なの
われ

だ，よかった。帰ってきて本当に良かっ

た。同士たちの喜びの顔，うれしさいっ

ぱいの涙の笑い，そこにはこれまでの苦
なみだ く

難，困難を極めた北満州での数々の苦しみ，軍隊を憎み，祖国に怒り，匪賊の襲撃
なん こんなん にくし いか ひ ぞく しゆうげき

に身震いし，肉親の悶死に悲しみ，はかなく散っていった同士にかわって恨みを
み ぶる もん し うら

思い切り祖国へたたきつけてやろうなど，いろいろな思いを胸に秘めた我々だっ
むね ひ われ われ

たが，祖国の土を一歩踏んだ瞬間，一切の思いは消え失せた。純真で清らかな気
しゆんかん じゆんしん

持ちで喜びにひたるのだった。

１１月９日，国鉄飯田線新城駅に降り立った私の家族は５人，親友小林宗一君
しんじよう お た そういち

家族６人の１１人である。新城駅前広場は昔と少しも変わらない。終戦後の苦難

に絶する道を歩み続けたことを思う時，こうして郷土の土を踏めるなんて夢にも
きよう ど ふ

見ることはできなかった。なつかしい古里の土，一歩一歩踏みしめる。何という

心良い感触だろう。一種独特な感覚が次第に胸の内にあふれてきた。よくも無事
かんしよく

に帰ってきたものだ。数年前，晴れやかな旗の波の中を満州への出発風景が，ふ

と心のどこかをかすめる。小林宗一君の本屋の小林清吉さんが迎えに来ていた。
せい きち むか

私の家からは誰も来ていない。愛知県庁で電報を一鍬田柄杓沢の妻の実家へ打っ
だれ ひと くわ だ ひ しやくざわ

ておいたが，誰も姿を見せなかった。私の兄妹たちも一鍬田へ疎開しているであ
すがた そ かい

ろうに，誰も顔を見せない。まったく，”招かざる貧客満州より来る”である。私

も妻も，心の中に何ともいえぬ寒々としたすきま風が吹いて通るのだった。
ふ

（以下略）


